





























  ①校長及び教員の資質向上に関する指標の全国的整備 




平成 29年 4月 1日（（２）については平成 31年 4月 1日（一部交付日又は平成 30年 4月 1
日、（３）の一部平成 30年 4月 1日又は平成 31年 4月 1日） 
                      
 東京薬科大学 生命科学部 教職課程研究室 
－ 20 －









   る協議等を行い、指針をもとに校長及び教員の職責、経験及び適正に応じて、 





 第 22条は研修の基本条文であるが、新たに 4項を加えている。 
 ・第 22条の二 校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針  
 ・第 22条の三 校長及び教員としての資質の向上に関する指標 
 ・第 22条の四 教員研修計画 
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例えば 2単位の科目は 90分授業で試験を入れなければ通例 15回で行われているが、これについ
て、コアカリキュラムと大学独自の内容との割合はどの程度かはコアカリキュラムが提示されてい
ないので、現段階では未知数である。図１に示される〈イメージ〉からは相当程度汎用性が高い内
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